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３月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝２月10日㊎まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

笠松 夢叶 ちゃん・悠花 ちゃん

父・勇介さん　母・奈留美さん
倉岳町棚底

ゆめか はるか

二卵性の双子です！！立花兄弟を目ざ
してガンバリマス（笑）

京塚 夢姫 ちゃん

父・貴志さん
母・涼子さん

亀場町亀川

ゆ　め

おじいちゃん、あばあちゃん、いつも
ありがとう。大好きだよ！

濱田 清正 くん

母・優さん

亀場町亀川

きよまさ

家族のアイドル♡これからも天使の笑
顔を見せてね♡

藤島 寧々 ちゃん

父・暁天さん
母・美鈴さん

栖本町馬場

ね　ね

いつもニコニコで♡元気いっぱいに育
ってください。

伊藤 玲菜 ちゃん

父・博之さん
母・ゆう子さん

牛深町

れいな

八百屋のじぃじ大好き♡ゆり姉ちゃん
に負けず、おてんば娘です☆

川峯 ののか ちゃん

父・慎吾さん
母・このみさん

志柿町

裕也兄ちゃん、くるみ姉ちゃん、いつ
も遊んでくれてありがとう♡

田中 伊織 くん

父・恵一郎さん
母・寿子さん

佐伊津町

いおり

たくさんの人たちに囲まれて幸せで
す♡元気に大きく育ちます♡

山本 心菜 ちゃん

父・祐一さん
母・志穂さん

本渡町本渡

ここな

宮地岳、牛深のみんな大好きだよ♡こ
れからもたくさん遊んでね♡

横山 美桜莉 ちゃん

父・才地さん
母・美紀さん

下浦町

みおり

じぃじ・ばぁば、みぃちゃんにいっぱ
いおもちゃ買ってネっ♡

地域の活性化を目ざす特産品開発

天草市長  安田公寛

市 長

随 筆

皆さんからのお便りを
募集しています！
　身近であったできごとや、季節
に思いをはせることなど、100字
程度（応募者多数の場合は選考）。
※表記などを統一するため、趣旨を変
えずに文章を直すことがあります。

▶応募期限＝２月10日㊎まで（必着）。
▶応募方法＝寄稿文をまとめたも
のに、ペンネームと住所、氏名、
電話番号を記入し、天草市役所
秘書課へ提出してください。

［郵送・持参］
〒863-8631 市内東浜町8-1（郵
送の場合は住所記載不要）
天草市役所・秘書課広報広聴係
［電子メール］
hisyoka@city.amakusa.lg.jp

 最近、髪を切りました。実は、私は今まで
１度もイメージ通りの髪形になったことがあ
りません。やっぱり今回もしっくりいきませ
んでした。みなさんはどうですか？まあ私の
注文がへたなうえ、モデル（私）が悪いだけ
なのかもしれませんが…。
ペンネーム：天然パーマ

　毎朝、駐車場から職場まで歩くとき、たま
にお父さんといっしょに保育園へ通園する２
人のかわいい女の子に出会います。「おはよ
う」とあいさつをすると、はずかしそうに「お
はよう」と返してくれます。何気ないことで
すが、すがすがしい気持ちになる一瞬です。
ペンネーム：おはようおじさん

　地域にゆかりのある果実を使った特産品開発
で地域おこしに挑戦されている皆さんが、先般、
相次いで現状報告においでになりました。五和
町の手野まちづくり振興会では、大きな芹生柿
を使った干し柿を地域の特産品にしようという
ことで、耕作放棄地を利用して苗木を植栽され
ており、高級“干し柿”としての商品化も順調に
進んでいるとのことでした。また、天草町の高
浜地区では、明治初期に中国から伝えられた“高
浜ブドウ”による町おこしの計画が、同地区振
興会の専門プロジェクトを中心に進められてい

ます。明治40年の夏、与謝野鉄幹や北原白秋ら
５人の詩人が九州を旅したときの紀行文「五足
の靴」の中で、「高浜の町は葡萄で掩われている」
と同町を描いたほどブドウ栽培が盛んでした
が、数年前に民家の庭先に１本だけ残っていた
その“高浜ブドウ”を増やし、当時の風景を復元
して観光の目玉に育て、特産ワインも作って地
域活性化を目ざそうというものです。市としま
しても、新たに取り組む二地域就労促進事業な
ども活用し、コミュニティ・ビジネスの成功例
となるように支援していきたいと思います。

せりうがき

ぶどう おお

宝石のように輝く“ヒオウギ貝”

中 鋪 潤 也 さん（河浦町今富・55歳）
なかしき
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潤
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仲
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﨑
津
ヒ
オ
ウ
ギ
生
産
組
合
（
組

合
員
３
人
）
の
組
合
長
を
務
め
て

い
る
。
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
と
は
、
ホ
タ

テ
に
似
た
２
枚
貝
で
、
赤
や
紫
、

黄
色
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
扇
形
の

貝
殻
が
特
徴
。
甘
み
の
あ
る
身
は

刺
し
身
や
バ
タ
ー
焼
き
な
ど
に
し

て
食
さ
れ
、〝
天
草
﨑
津
緋
扇
貝
〞

と
し
て
毎
年
10
月
に
出
荷
が
始
ま

り
、
翌
年
５
月
ご
ろ
ま
で
続
く
。

　

例
年
約
20
万
個
の
養
殖
を
行
う

中
鋪
さ
ん
は
、
同
湾
内
で
養
殖
さ

れ
る
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
特
長
を
「
何

と
い
っ
て
も
貝
殻
の
色
の
鮮
や
か

さ
」
と
話
す
。
も
と
も
と
、
貝
殻

の
色
は
毎
年
仕
入
れ
て
い
る
大
き

さ
約
10
㎜
の
稚
貝
の
段
階
で
決
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
湾
に
は

栄
養
豊
富
な
川
の
水
が
注
い
で
お

り
、
こ
の
こ
と
が
海
中
の
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
活
発
に
さ
せ
、
１
年
あ

ま
り
の
養
殖
を
経
て
大
き
さ
約
９

㎝
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
よ
り
鮮
や

か
な
色
合
い
に
な
る
と
い
う
。
ま

た
、「
水
揚
げ
後
は
貝
殻
を
ブ
ラ

シ
や
噴
射
機
を
使
っ
て
一
つ
ひ
と

つ
て
い
ね
い
に
磨
き
あ
げ
て
い

る
」
と
中
鋪
さ
ん
。
納
得
の
い
く

製
品
の
た
め
に
は
手
間
暇
を
惜
し

ま
な
い
ほ
か
、
成
分
の
自
主
検
査

を
行
う
な
ど
品
質
管
理
に
も
万
全

を
期
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
中
鋪

さ
ん
は
昨
年
、
J
F
全
漁
連
主
催

の
事
例
発
表
全
国
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
。
自
身
や
生
産
組
合

で
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、
見
事

水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
水
産
業
は
厳
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
海
に
は
ま
だ
ま
だ
大

き
な
可
能
性
が
あ
る
。
う
ま
く
体

と
頭
を
使
い
な
が
ら
、
今
後
も
が

ん
ば
り
た
い
」。
宝
石
の
よ
う
に

輝
く
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
を
手
に
、
中
鋪

さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ひ
お
う
ぎ


